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  (百万円未満切捨て)

１．平成30年３月期第１四半期の連結業績（平成29年４月１日～平成29年６月30日） 

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属する 

四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

30年３月期第１四半期 12,910 1.9 360 274.8 383 － 219 － 

29年３月期第１四半期 12,669 △8.3 96 △84.7 25 △96.3 △99 － 
 
（注）包括利益 30年３月期第１四半期 206 百万円 （－％）   29年３月期第１四半期 △267 百万円 （－％） 
 

 
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

30年３月期第１四半期 4.28 － 

29年３月期第１四半期 △1.93 － 

 

（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

30年３月期第１四半期 47,609 34,789 72.4 671.17 

29年３月期 47,926 35,060 72.5 676.02 
 
（参考）自己資本 30年３月期第１四半期 34,466 百万円   29年３月期 34,735 百万円 

 

２．配当の状況 

  
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 
  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 
29年３月期 － 9.00 － 9.00 18.00 
30年３月期 －         
30年３月期（予想）   8.00 － 8.00 16.00 

 
（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無： 無    

 

３．平成30年３月期の連結業績予想（平成29年４月１日～平成30年３月31日） 

  （％表示は、対前期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 
する当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 51,822 3.9 95 － 128 － △438 － △8.52 
 
（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無： 無    

 

 



※  注記事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）： 無    

新規  －社  （社名）－、除外  －社  （社名）－ 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用： 有    

（注）詳細は、添付資料７ページ「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注

記事項（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）」をご覧ください。 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ： 無    
 

②  ①以外の会計方針の変更                      ： 無    
 

③  会計上の見積りの変更                        ： 無    
 

④  修正再表示                                  ： 無    

 

（４）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 30年３月期１Ｑ 56,057,474 株 29年３月期 56,057,474 株 

②  期末自己株式数 30年３月期１Ｑ 4,704,875 株 29年３月期 4,674,659 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 30年３月期１Ｑ 51,371,737 株 29年３月期１Ｑ 51,483,149 株 

 

※  四半期決算短信は四半期レビューの対象外です 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

上記に記載した予想数値は、発表日現在で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確定な要素を含

んでおります。実際の業績等は、様々な要因により大きく異なる可能性があります。なお、上記予想に関する事項

は、添付資料２ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説

明」をご覧ください。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第１四半期連結累計期間における国内の経済状況は、堅調に回復してきたことを背景に、景況感も改善の動き

が様々なところへ浸透してきており、賃金の伸び悩みがあるものの、概ね前向きな状況であったと見られます。

 小売業におきましても、個人消費の持ち直しや堅調なインバウンド需要を受けて改善してきていると見られ、積

極的に取り組める環境となってまいりました。

 当社グループの国内事業におきましても、売上高、客数ともに前年実績を上回る状況が続いており、堅調な推移

となっております。

 主要子会社であります㈱三城におきましても、不採算店舗の退店により店舗数は純減となっているものの、前期

より取り組んでおりました、店舗セグメントを明確にした上での改装や、客層に合わせた価格表記の見直しなど、

てこ入れの効果も徐々に出てきているものと思われ、既存店舗が前年売上高を上回って推移していることと、新店

舗の寄与もあり、堅調な結果となりました。 

 海外子会社におきましては、中国、韓国は国内の経済環境や小売マインドの変化などにより、厳しい状態が続い

ておりますが、東南アジア地域は堅調で利益を確保しており、また医療事業とタイアップしたベトナム法人や前期

より連結対象法人となりましたフィリピン法人におきましては、営業利益に貢献しており、海外法人合計の利益は

前年を上回る結果となっております。 

 以上の結果、当第１四半期連結累計期間におきましては、売上高12,910百万円（前年同期比1.9％増）、営業利

益360百万円（前年同期比274.8％増）、経常利益383百万円（前年同四半期は経常利益25百万円）、親会社株主に

帰属する四半期純利益219百万円（前年同四半期は親会社株主に帰属する四半期純損失99百万円）となりました。 

 

 報告セグメント情報の状況は、次の通りであります。 

 1）日本

国内の売上高は11,341百万円（前年同期比3.7％増）、セグメント利益345百万円（前年同期比236.5％増）と

なりました。

 2）海外

海外の売上高は1,665百万円（前年同期比7.8％減）、セグメント利益16百万円（前年同四半期はセグメント

損失6百万円）となりました。

 

（２）財政状態に関する説明

（資産、負債および純資産の状況）

 総資産は前連結会計年度末に比べ316百万円減少して47,609百万円となりました。これは主に流動資産における

商品及び製品が303百万円増加したものの、現金及び預金が797百万円減少したことによるものです。

 負債は前連結会計年度末に比べ45百万円減少して12,819百万円となりました。これは主に流動負債における支払

手形及び買掛金が252百万円増加したものの、1年内返済予定の長期借入金が475百万円減少したことによるもので

す。

 純資産は前連結会計年度末に比べ271百万円減少して34,789百万円となりました。これは主に利益剰余金が242百

万円減少したことによるものです。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 平成29年５月15日に公表しました通期業績予想につきまして、修正は行っておりません。

 しかし、事業会社の業績推移や新規事業展開の進捗状況、および世界情勢の変化等により、修正が必要と判断し

た場合には速やかに開示する予定です。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成29年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成29年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 17,408 16,610 

受取手形及び売掛金 2,926 3,239 

商品及び製品 10,355 10,659 

原材料及び貯蔵品 1,333 1,287 

繰延税金資産 120 120 

その他 1,269 1,219 

貸倒引当金 △145 △150 

流動資産合計 33,269 32,986 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 2,869 2,881 

機械及び装置（純額） 31 30 

工具、器具及び備品（純額） 1,226 1,240 

土地 1,062 1,062 

建設仮勘定 67 41 

その他（純額） 49 46 

有形固定資産合計 5,308 5,302 

無形固定資産 1,028 943 

投資その他の資産    

敷金及び保証金 5,849 5,803 

建設協力金 69 63 

その他 2,549 2,656 

貸倒引当金 △96 △96 

関係会社投資損失引当金 △50 △50 

投資その他の資産合計 8,320 8,376 

固定資産合計 14,657 14,623 

資産合計 47,926 47,609 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成29年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成29年６月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 1,820 2,073 

短期借入金 5,781 5,788 

1年内返済予定の長期借入金 500 24 

未払金 1,992 2,046 

未払法人税等 184 136 

賞与引当金 68 36 

店舗閉鎖損失引当金 81 48 

その他 1,152 1,388 

流動負債合計 11,580 11,542 

固定負債    

長期借入金 532 500 

役員退職慰労引当金 45 51 

資産除去債務 336 334 

その他 370 390 

固定負債合計 1,284 1,277 

負債合計 12,865 12,819 

純資産の部    

株主資本    

資本金 5,901 5,901 

資本剰余金 6,829 6,829 

利益剰余金 30,144 29,901 

自己株式 △8,451 △8,465 

株主資本合計 34,423 34,166 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 109 163 

為替換算調整勘定 202 135 

その他の包括利益累計額合計 312 299 

新株予約権 44 44 

非支配株主持分 280 278 

純資産合計 35,060 34,789 

負債純資産合計 47,926 47,609 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年６月30日) 

売上高 12,669 12,910 

売上原価 3,990 4,199 

売上総利益 8,679 8,711 

販売費及び一般管理費 8,583 8,350 

営業利益 96 360 

営業外収益    

受取利息 5 3 

受取賃貸料 4 4 

為替差益 － 6 

受取手数料 2 2 

投資事業組合運用益 93 － 

貯蔵品売却益 31 0 

その他 61 28 

営業外収益合計 199 46 

営業外費用    

支払利息 7 6 

為替差損 216 － 

支払手数料 11 6 

持分法による投資損失 26 5 

その他 8 5 

営業外費用合計 270 23 

経常利益 25 383 

特別利益    

固定資産売却益 2 0 

投資有価証券売却益 － 0 

特別利益合計 2 0 

特別損失    

固定資産除売却損 23 15 

投資有価証券評価損 － 2 

関係会社出資金評価損 2 － 

店舗解約損失金 0 4 

店舗閉鎖損失引当金繰入額 12 17 

特別損失合計 38 40 

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△） 
△10 343 

法人税等 90 124 

四半期純利益又は四半期純損失（△） △101 218 

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △1 △1 

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△） 
△99 219 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年６月30日) 

四半期純利益又は四半期純損失（△） △101 218 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △193 54 

為替換算調整勘定 29 △65 

持分法適用会社に対する持分相当額 △1 △0 

その他の包括利益合計 △165 △12 

四半期包括利益 △267 206 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 △263 207 

非支配株主に係る四半期包括利益 △3 △1 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 
 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

 

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算） 

 当社及び一部の国内連結子会社は、税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税 

引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税

率を乗じて計算しております。

 

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自 平成28年４月１日 至 平成28年６月30日） 

  １．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

       （単位：百万円） 

  報告セグメント 
調整額 
（注）1 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
（注）２ 

  日本 海外 計 

売上高          

外部顧客への売上高 10,876 1,793 12,669 － 12,669 

セグメント間の内部 
売上高又は振替高 

56 11 68 △68 － 

計 10,933 1,805 12,738 △68 12,669 

セグメント利益又は損失（△） 102 △6 95 0 96 

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額0百万円は、セグメント間取引消去であります。

   ２．セグメント利益又は損失（△）は四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

    ２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

  該当事項はありません。

 

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自 平成29年４月１日 至 平成29年６月30日） 

  １．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

       （単位：百万円） 

  報告セグメント 
調整額 
（注）1 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
（注）２ 

  日本 海外 計 

売上高          

外部顧客への売上高 11,273 1,637 12,910 － 12,910 

セグメント間の内部 
売上高又は振替高 

67 27 95 △95 － 

計 11,341 1,665 13,006 △95 12,910 

セグメント利益 345 16 361 △1 360 

（注）１．セグメント利益の調整額△1百万円は、セグメント間取引消去であります。

   ２．セグメント利益は四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

    ２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

  該当事項はありません。
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